
様々な人に出会うことは人生の

財産だと感じるようになった．核

融合にかかわりが薄くなった私が，プラ核学会の編集委員

を務めるきっかけになったのは，大学時代の人とのつなが

りからである．それにしても，“核融合”に係るのは，１０年

ぶりである．新しい人との出会い，最近の核融合研究，な

により研究者の方々の熱い思いを直接感じられるこの機会

は，私にとって，非常に楽しいものとなった．

そもそも，なぜここにいるのか．高校時代に阪大のレー

ザー研を見学し核融合に興味をもち，その興味が放射性物

質・放射線全体に広がっていった．大学受験が阪神淡路大

震災直後であり，実家（和歌山）よりも西の大学を受験す

るのが困難だった時，幸運にも静岡大学理学部化学科に入

学できた．さらに幸運なことに，理学部附属放射化学研究

施設（現在は放射科学研究施設）があり，放射能・放射線

の化学を学ぶことができた．

大学時代，私は核融合炉材料とプラズマとの相互作用や

ブランケット材料中のトリチウムの挙動について研究し

た．決してまじめな学生ではなかったが，他大学，研究所

での共同研究や国際会議に参加させてもらった．様々な人

と出会った．

企業に入社した後，社内技術開発，中東でのプラント建

設にかかわってきた．また，海外の研究所に出向もした．

ここでも様々な人に会う機会を得た．出会った人々と酒を

酌み交わしながら話をするのは，非常に楽しく，勉強にな

る．大先輩と話をすると，「昔はな…」のくだりから始まる

のが定番だが，これまでの自分が経験していないような話

が始まり，ある意味とても新鮮でおもしろく，妙に納得し

てしまう．後輩と話をすると，目を輝かしながら夢を語る

熱いやつもいる．はたして，自分はどうか．大学を卒業し

て１０年余り．中堅になりつつある年齢で，夢を語るも経験

を語るもちょうどよい頃合いか．

今までに学んだことを自分の「幹」とし，今までに出会っ

た方々の経験，ここで得た新しい出会いを取り込んで「枝」

を広げようと思う．そしていつか，自分の経験が後輩たち

の「枝」を広げる助けになりたいと思う． （森本泰臣）
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